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1 はじめに

我々が他者との人間関係を良好に保つためにはコミュ

ニケーションが重要である．コミュニケーションには

様々なものがあるが，代表的なものとして言語があげ

られる．日本語には敬語表現をはじめとする言葉遣い

が存在し，適切に用いることで他者と円滑にコミュニ

ケーションを取る助けとなる．しかし，敬語表現には

様々なルールが存在し，適切な敬語を扱うのは用意で

はない．本研究では，敬語表現への変換ルールを分か

らずとも敬語表現を用いた文章を使えるように補佐す

るべく，ユーザが入力した日本語文章を敬語表現を用

いた文章に変換するシステムを作成し，変換を行った．

2 提案手法

一般的な文章において，主語が自分側の場合は，相

手に自分の行為などをへりくだって伝える謙譲語が使

われ，相手側の場合は，対象となる相手を高める尊敬

語が使われる [1]．本システムでは，自然言語で書かれ

た文章に対して形態素解析を行い主語となる語を特定

し，主語の属性が自分側か相手側かに関する属性判定

を行うことにより，文章中に現れる形態素に対して謙

譲語と尊敬語どちらの変換を行うかを決定する．その

後，決定された表現のパターンへと変換処理を行う．今

回の研究では特に動詞の変換について重点的に考察を

行った．

本システムの流れは以下の通りである．それぞれの

実装については次節で述べる．

1. 入力文への形態素解析

2. 主語となる単語の決定

3. 得られた主語の属性判定

4. 各形態素への変換情報の付与

5. 敬語変換処理

6. 変換された文章の出力
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表 1: 主語となる単語

品詞分類名 品詞 ID 助詞

代名詞 42,43,44

名詞接尾,

人名

55 「は」・「が」

代名詞,一般 59

3 実装内容

システムの実装内容と流れについて記述する．

3.1 入力文への形態素解析

入力文に対し形態素解析を行う．形態素解析エンジ

ンにはMecabを用いた．品詞を数値化した品詞 IDと

素性情報を取得する．

3.2 主語となる単語の決定

本研究において主語として扱うものを表 1にまとめ

た．品詞が特定の名詞で続く形態素が助詞「は」・「が」

であるものを主語とした．候補が２つある場合は両方

を保持することとする．主語の前に名詞が続いていた

場合はそれらを繋げたブロックを主語とする．

3.3 得られた主語の属性判定

得られた主語の属性判定を行う．ここでの属性とは

「自分側」，「相手側」，「その他」のいずれかである．先

ほど取得した主語に対してパターンマッチングを行い，

「自分側辞書」に登録されていれば自分側，「相手側辞

書」に登録されているか，「敬称辞書」に登録されてい

る単語を含む場合は相手側，どちらでもない場合はそ

の他とする．「自分辞書」，「相手辞書」，「敬称辞書」は

『日本語語彙体系』[2]のカテゴリをもとに作成した．

3.4 各形態素への変換情報の付与

主語が自分側となる場合には謙譲語変換情報を付与

し，相手側となる場合には尊敬語変換情報を付与する．

属性がその他及び主語未発見の場合には謙譲語変換情

報を付与することとした．主語となる語が２つあり，そ

れぞれが自分側と相手側の属性を持つ場合は，最初に

現れた主語候補＋助詞「は」・「が」までとその文章で
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最後に登場する用言となる語である動詞・形容詞・形

容動詞語幹以降からなる部分と，それ以外の部分で分

ける．２つのブロックに対し主語の属性に応じた変換

情報を付与する．

3.5 敬語変換処理

形態素ごとに，付与された情報と品詞 IDから行う

変換を決定し，敬語表現に変換したものと置き換えを

行う．自立動詞の変換処理を次節で述べる．

3.6 変換された文章の出力

変換が行われた文章を出力する．

4 自立動詞の変換処理

敬語変換処理における動詞の変換について説明する．

敬語の動詞の変換には，”食べる→召し上がる”のよう

な単語自体が変化する「特殊形変換」と，”歩く→お歩

きになる”のような単語に”お～になる”といった語を

付け足す「付け足し型変換」に分けられる [3]．以下に

付け足し型変換である動詞を含む「歩い て」の尊敬語

変換の流れを示す．特殊形かどうかを判定する辞書は

『敬語言い換え辞典：日常語から一発変換!』[4]の項目

を参考に作成した．

1. 基本形である「歩く」が尊敬語特殊形辞書に登録

されているかを確認する．

2. 登録されていないので付け足し型変換処理を行う．

3. 「歩く」の活用パターンは，五段カ行イ音便活用

なので，基本形から１字削除して語幹「歩」を取

得する．

4. 助詞「に」に接続するので「き」を付け加え連用

形の形にする．

5. 「歩い」は，連用タ接続なので，後ろに付け足す

「になる」を同じく連用タ接続である「になっ」の

形に変換する．

6. これらを結合して「お歩きになっ」を得ることが

できるので，「歩い」と入れ替えて「お歩きになっ

て」という変換が完了する．

5 実験

判定文をシステムに入力し，実際に敬語変換を行い

動作を確認する．

5.1 対象判定文

判定文には全文検索システム「ひまわり」[5]を用い

て『青空文庫』パッケージ [6]から抽出した文を用いた．

5.2 結果および考察

主語が「私」や「～君」などが使われており，動詞

の数が少ない文章では，違和感のない敬語文章に変換

を行うことができた．また，うまく変換できなかった

文には以下のようなパターンがあった．

1. 主語の取得ミス．「母」といった名詞は一般名詞に

分類されており，人物であっても主語として取得

できなかった．しかし，一般名詞も主語と含めて

しまうと人物でないものも主語として取得してし

まうため，専用の辞書を作り対処する必要がある．

2. 物体の動作に対する変換．形態素解析だけでは，

判断できないため係り受け解析等を用いて人物に

ついてのみ変換処理を行うようにする必要がある．

3. 連用タ接続の変換ミス．”死んだ→お亡くなりに

なった”となるべきだが，”お亡くなりになっだ”と

なってしまった．これは動詞が置き換わることに

より続く助詞との接続があわなくなったものと考

えられる．

6 まとめ

本研究では，形態素解析による主語決定及び形態素

素性情報を用いた敬語文章変換システムを作成し，判

定文を用いて実行することで，システムの動作を検証

した．簡単な文章では違和感なく敬語変換を行うこと

ができたが，うまく変換できない文もみられた．

今後は変換のルールの見直しや係り受けへの対応，

変換時の助詞接続の修正などを行うことで敬語変換の

精度の向上を目指したい．
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